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育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
）」
が
成
立
し
、

2
0
2
6
（
令
和
８
）
年
12
月
25
日
の
同
法
施
行
後

は
、
児
童
等
に
対
し
て
教
育
・
保
育
等
を
提
供
す
る

一
定
の
事
業
者
は
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
防
止
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
制
度
の
対
象
は
、「
義
務
」（
法
律
で
定
め
る
性
暴

力
防
止
の
取
り
組
み
の
義
務
が
あ
る
）
と
な
る
の
が

　「こども性暴力防止法（学校設置者等及び民
間教育保育等事業者による児童対象性暴力等
の防止等のための措置に関する法律）」（2024
（令和６）年6月成立）により、日本版DBS
制度が2026（令和８）年12月25日から
スタートします。施行までに事業者に求めら
れる対応等をみていきます。

学
校
、
認
可
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
、
児
童
相
談

所
、
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
等
で
、「
認
定
」（
国

の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
が
、
法
律
で
定
め
る
性
暴

力
防
止
の
取
り
組
み
を
行
う
／
認
定
は
任
意
）
と
な

る
の
が
認
可
外
保
育
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
学

習
塾
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
あ
る
。

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る

安
全
確
保
措
置
と
情
報
管
理
措
置

　
児
童
等
に
対
す
る
性
暴
力
は
、
被
害
を
受
け
た
児

童
等
の
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
に
深
刻
か
つ

長
期
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
重
大
な
加
害
行
為
で

あ
る
。
2
0
2
4
（
令
和
６
）
年
6
月
に
「
こ
ど
も

性
暴
力
防
止
法
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
制
度
が

日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
制
度
が

1212
月月
2525
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
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被害が疑われる場合の対応
• 調査（第７条第１項等）
• 被害児童等の保護・支援（第７条第２項等）

日頃から講ずべき措置
• 服務規律等のルール作り、環境整備、保護者・児童等への周知・啓発（ガイドライン事項）
• 性暴力等のおそれの早期把握のための児童等との面談等（第５条第１項等）
• 児童等が相談を行いやすくするための措置（相談体制等）（第５条第２項等）
• 研修（第８条等）

安全確保措置

１

２

特定性犯罪前科の
有無の確認

• 児童等に接する業務の従事者は、雇入れ、配置
転換等の際に確認が必要
－ 学校設置者等の現職者
➡施行から３年以内（第４条第３項）

－ 民間教育保育等事業者の従事者
➡認定等から１年以内（第26条第３項）

• 確認を行った従事者は、その後5年ごとに確認
（第４条第４項等）

児童対象性暴力等の防止のための措置
• ❶～❸を踏まえ、従事者による児童対象性暴力等が行われる「おそれ」ありと認められる場合、児童対象性暴力等の防止の
ための措置（教育・保育等の業務に従事させないなど）を講じなければならない。

※　特定性犯罪前科ありの場合、「おそれ」ありとの判断の下で、防止措置を実施。

４

初犯防止対策 再犯防止対策

防止措置

情報管理措置

特定性犯罪前科等の情報を
適正に管理するための措置
• 犯罪事実確認記録等の適正な管理
（第11条、第14条等）

• 犯罪事実確認記録等の利用目的の
制限及び第三者提供の禁止（第12条等）

• 犯罪事実確認書に記載情報の漏え
い等の報告（第13条等）

• 犯罪事実確認記録等の廃棄及び消
去（第38条）

• 情報の秘密保持義務（第39条）

３

対象事業者に求められる措置等図1

令和8年度 全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議・こども家庭庁支援局参事官（こどもの性暴力防止担当）資料より
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テ
ィ
ア
等
も
対
象
と
な
る
。

　
な
お
、
児
童
相
談
所
の
場
合
は
、
一
律
に
職
種
全

体
が
対
象
と
な
る
も
の
と
、
実
態
に
応
じ
て
対
象
と

な
る
も
の
が
あ
る
。

　
対
象
職
種
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、
３
要
件
（
支

配
性
・
継
続
性
・
閉
鎖
性
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、表
2
（
4
頁
）
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

者
（
民
間
）
に
つ
い
て
は
事
業
者
名
の
公
表
、
認
定

事
業
者
に
つ
い
て
は
認
定
取
り
消
し
と
な
る
。

　
犯
罪
事
実
確
認
の
事
務
フ
ロ
ー
は
図
2
の
通
り
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の「
こ
ま
も
ろ
う
シ
ス
テ
ム
」※
に
申

請
し
、
法
務
省
へ
の
照
会
を
経
て
回
答
が
交
付
さ
れ

る
。
犯
罪
事
実
確
認
の
期
限
は
、
従
事
者
の
区
分
に

よ
り
異
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。
標
準
処
理
期
間
は
、

従
事
者
が
日
本
国
籍
の
場
合
は
２
週
間
～
１
カ
月
、

外
国
籍
の
場
合
は

１
～
２
カ
月
と
さ

れ
て
い
る
。

　
対
象
と
な
る
業

務
は
、
保
育
所
の

長
、
教
諭
、
保
育

士
等
、
こ
ど
も
と

常
に
接
す
る
職
種

は
一
律
で
対
象
と

な
り
、
送
迎
バ
ス

の
運
転
手
、
そ
の

他
事
務
職
員
な
ど

業
務
内
容
に
よ
っ

て
こ
ど
も
と
継
続

的
に
接
す
る
可
能

性
が
あ
る
職
種

は
、
現
場
判
断
で

対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い

る
。
雇
用
形
態
の

違
い
、
雇
用
契
約

の
有
無
等
に
関
わ

ら
ず
、
短
期
間
の

労
働
者
、
ボ
ラ
ン

　
対
象
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
措
置
等
に
は
、
安
全

確
保
措
置
と
情
報
管
理
措
置
が
あ
る
（
図
1
）。
安

全
確
保
措
置
と
し
て
は
、
以
下
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

日
頃
か
ら
取
り
組
む
こ
と

・
事
業
者
、
業
界
ご
と
に
「
性
暴
力
」
や
「
不
適
切

な
行
為
」
に
当
た
る
行
為
を
決
め
る

・
い
ち
早
く
異
変
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
整
え
る
（
例
：
面
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
こ
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
に
つ
い
て
相
談
し
や
す
い

仕
組
み
を
整
え
る

・
こ
ど
も
と
接
す
る
仕
事
に
就
く
人
た
ち
（
先
生
等
）

は
性
暴
力
を
防
ぐ
た
め
の
研
修
を
受
け
る

性
暴
力
が
起
こ
っ
た
場
合
に
取
り
組
む
こ
と

・
こ
ど
も
た
ち
の
人
権
を
大
切
に
し
、
心
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
調
査
（
聴
き
取
り
な
ど
）
を
行
う

・
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
や
保
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
保
護
・
支
援
を
行
う

性
犯
罪
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
取
り
組

む
こ
と

・
こ
ど
も
と
接
す
る
仕
事
に
就
く
人
が
、
過
去
に
性

犯
罪
を
犯
し
て
い
な
い
か
の
確
認（
犯
罪
事
実
確
認
）

・
過
去
に
性
犯
罪
を
犯
し
て
い
た
場
合
や
、
調
査
か

ら
性
加
害
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
等

に
は
、
性
暴
力
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
判
断
の
下
、

こ
ど
も
に
接
す
る
業
務
に
就
か
せ
な
い（
防
止
措
置
）

　
犯
罪
事
実
確
認
と
し
て
は
、
事
業
者
が
対
象
業
務

従
事
者
に
つ
い
て
、
特
定
性
犯
罪
事
実
該
当
者
で
あ

る
か
否
か
の
確
認
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
犯
罪
事
実

確
認
を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
義
務
事
業
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犯罪事実確認の事務フロー図2

令和 8 年度 全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議・こども家庭庁支援局参事官（こどもの性暴力防止担当）資料より

令和 8 年度 全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議・こども家庭庁支援局参事官（こどもの性暴力防止担当）資料より

対象・期限

（※）急な欠員等のやむを得ない事情があり、直ちに業務に就かせなければ事業運営に著しい支障が生じる
場合は、特例的に犯罪事実確認前に従事可能（いとま特例）。

事業者の種別
学校設置者等 新規採用・配置転換

現職者

一度認定を受けた者
新規採用・配置転換
現職者
一度認定を受けた者

内定・内示等から当該業務を行わせるまで（※）
施行日から起算して３年を経過する日（令和11年12月24日）まで
※令和9年4月以降、順次申込開始

５年ごとに再確認が必要

内定・内示等から当該業務を行わせるまで（※）

認定等の日から起算して１年を経過する日まで

５年ごとに再確認が必要

認定事業者

従事者の区分 期限

犯罪事実確認の対象・期限表１

※こまもろうシステム…事業者が従業員等の性犯罪歴の確認手続きや、各種申請、届出をオンラインで行うための専用システム

事業者

こども家庭庁

犯歴情報

法務省
従事者

従事者

犯歴なし

犯歴あり
❹回答

④回答

③照会

①申請

②戸籍情報を提出

⑤交付（犯歴なし）

❺通知

❻ –2 訂正請求せず

❻ –2 交付（犯歴あり）

こまもろうシステム

株式会社 ミネルバ
新規2026スタンプ



キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く

多
様
な
福
祉
事
業
を
展
開

　
社
会
福
祉
法
人
神
戸
婦
人
同
情
会

（
法
人
本
部
：
兵
庫
県
神
戸
市
）
は
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
「
信
仰
・

希
望
・
愛
」
を
基
本
方
針
に
、
大
正
5

年
に
婦
人
救
済
保
護
事
業
を
開
始
し
た

こ
と
が
始
ま
り
で
あ
り
、
令
和
8
年
に

創
立
1
1
0
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る

法
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
、「
神
戸
事
業
所
」、「
尼
崎

事
業
所
」、「
猪
名
川
事
業
所
」
の
3
つ

の
拠
点
を
展
開
し
、
母
子
・
児
童
福
祉

事
業
で
は
母
子
生
活
支
援
施
設
を
は
じ

め
、
児
童
養
護
施
設
2
カ
所
、
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
4
カ
所
、児
童
館
な
ど
、

高
齢
者
福
祉
事
業
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
2
カ
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
運
営
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
同
法
人
が
担
っ
て

き
た
役
割
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
城
邦
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
当
法
人
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
道
師
で
あ
っ
た
創
設
者
の

『
与
え
て
思
わ
ず
、
受
け
て
忘

れ
ず
』
と
い
う
想
い
を
受
け
継

い
で
き
ま
し
た
。
設
立
当
時
は

困
窮
す
る
女
性
の
救
済
を
目
的

と
し
た
福
祉
事
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
は
地
域
の
幅

広
い
福
祉
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

一
人
ひ
と
り
の
支
援
対
象
者
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
0
歳
か
ら

1
0
0
歳
ま
で
の
人
生
を
支
え

る
福
祉
の
実
践
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
み
で
は
な
く
、

『
人
と
人
』、『
世
代
と
世
代
』、

『
過
去
と
未
来
』
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
い
、
と
も
に
支
え
あ
う

共
創
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
」。

　地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
認
可
保
育
所
「
く
す
の
き
愛
児
園
」

で
は
、
開
園
時
か
ら
医
療
的
ケ
ア
児
の

受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
休
日
保
育
や
夜

8
時
ま
で
の
延
長
保
育
な
ど
を
実
施

し
、
地
域
の
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
母
子
生
活
支
援
施
設
「
ベ
ル

青
谷
」（
定
員
20
世
帯
）
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
入
所
し
て
き
た
母
子
世
帯

に
対
し
て
、
安
定
し
た
生
活
と
自
立
に

110年の歩みが
地域福祉を紡ぐ

　福祉医療機構では、地域の福祉医療基
盤の整備を支援するため、有利な条件で
の融資を行っています。今回は、その融
資制度を利用された兵庫県尼崎市にある
特別養護老人ホームアマリリスを取りあ
げます。同施設は、人材不足が慢性化す
る地域で、先駆的に外国人職員の採用、
育成を行っています。実践する取り組み
について取材しました。

— 兵庫県尼崎市・社会福祉法人神戸婦人同情会 特別養護老人ホームアマリリス —

施設の概要施設の概要

〒 661 −0974　兵庫県尼崎市若王寺 3 丁目 16 −3
  TEL   06 −6498 −7501
  FAX   06 −6498 −7516
  URL   https://kobenobujoe.com

開　　設：平成 28 年 3 月
理 事 長：城　邦子
定　　員：90 人
法人施設：母子生活支援施設、児童養護施設 2 カ所、保育

所・認定こども園 4 カ所、児童館、特別養護老人ホーム 2 カ所、デイサービスセンター 2 カ所、
居宅介護支援事業所 2 カ所、地域包括支援センター

社会福祉法人 特別養護老人ホームアマリリス神戸婦人同情会 
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